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第８６回教育研究評議会議事要録 

                                      

 

１ 日   時  平成２２年８月３０日（月）１３：３０～１５：１５ 

                  

２ 場   所  事務局第１会議室 

 

３  議   事 

 (1) 学生の懲戒処分について 

（学生の個人情報を含む審議事項であるため非公開） 
 

４ 報告事項 

（1）学長コメント「長崎大学の教養教育及び学部組織改革」ついて 

    学長から，資料２に基づき，学長コメント「長崎大学の教養教育及び学部組織改革」

ついて説明があり，この中で行動方針として次の３点が提示され，協力依頼があった。 

① 平成２２年末を目処に，新学部構想，既存学部改革，教養教育改革の三位一体の改革

について，大学としての大方針を決定したいこと。 
② 経済学部，教育学部，環境科学部など既存学部の改革・改組に向けて役員会と当該部

局長・教授会の間で意見交換を行っていること。 
③ 関連の部局長，教職員及び外部有識者を含む新学部設置検討ＷＧを正式に学長室に設

置し，新学部の中身についての議論を早急に開始すること。 
 
 (2) 平成２３年度からの全学教育改善着手事項について 

理事（教学担当）から，平成２４年度からの全学教育の改善案による実施項目のうち，

平成２３年度から改善に着手する事項について，資料３に基づき，報告があった。 

 
(3) 非常勤講師採用に関する申合せについて 

 理事（教学担当）から，原則６５歳を超えた者を非常勤講師に採用しないと定めては

いるものの，６５歳以下では採用の対象者がいないなどの理由で毎年６５歳を超える者

の採用申請が多くなされていた現状を踏まえ，定年教員の補充採用が３年以上滞ること

のないよう配慮した上で，非常勤講師採用の年齢制限の引き上げを検討した結果，資料

４のとおり，全学教務委員会で年齢制限を６８歳に引き上げる改正を行ったことについ

て，報告があった。 
   また，学長よりこの申合わせは，全学教育のみでなく全部局に適用する申合せであ

る旨の確認がなされた。 
 
(4) 全学教育における謝金を伴う講演の申合せについて 

   理事（教学担当）から，全学教務委員会決定の「非常勤講師採用に関する申合せ」

により，原則として６８歳以上の者を非常勤講師に採用しないことが基本方針となっ

ているが，授業科目によってはその授業の一部を６８歳を越える者が非常勤講師では

なく講演という形で担当できるようにする必要があることから，その手続きを定める
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「全学教育における謝金を伴う講演の申合せ」を資料５のとおり定めたことについて，

報告があった。 
 

(5) 長崎大学平和構築研究センター（仮称）の設置について 

   学長から，資料６に基づき，「核兵器廃絶」あるいは「平和構築」に向けた学術研

究を展開するための組織を設置する可能性について検討するため学長室内にＷＧと

して平和構築研究センター（仮称）設置検討委員会を設置し検討を開始したことの報

告と，本件が新聞に報道された経緯について，説明があった。 
 

(6) 国立大学法人の運営上の諸課題に関する意見交換会について 

   理事（総務担当）から，資料７に基づき，７月１４日（水）に開催された文部科学

省との国立大学法人の運営上の諸課題に関する意見交換会の概要について，報告があっ

た。 

 

(7) 第一期中期目標期間の業務実績に関する国立大学法人評価委員会のヒアリング 

について 

  学長から，資料８に基づき，８月１２日（木）に開催された第一期中期目標期間の

業務実績に関する国立大学法人評価委員会のヒアリングの概要について，報告があった。 

 

以上 


